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説田健一
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要旨　令和2年（2020）4月24日，岐阜県関市小屋名百年公園内でヒナコウモリを拾得した．体重が少な

いことから，生息地間を移動中に衰弱し死亡したものと考えられる．

はじめに

ヒナコウモリ　脆卓pertH毒血heHSおはヒナコウモリ科

に属し，アジア東部に広く分布し，国内では，北海道か

ら九州にかけて生息する（Fukui，2009）．もともと，本

種は森林性で，ねぐらは大木の樹洞と考えられていたが

（前田，2002），近年，鉄道や道路の橋げたや高架などで

見つかることが多い（例えば，重昆ら，2013；大沢ら，

2014；安井ら，2016）．岐阜県では，これまでに，大野

郡白川村，飛騨市，高山市，下呂市，岐阜市で記録され

ているが（長野，2018；山本，2004，2015，2020；山本・

伊藤・梶浦，2012），関市では見つかっていない．令和2

年（2020）4月24日，関市小屋名百年公園内の駐車場

で，本種のへい死体を拾得したので，計測値とともに報

告する．

発見の状況と記載

当館職員が，2020年4月24日午前，関市小屋名百年

公園内の岐阜県博物館職員駐車場で拾得した．標本は岐

図1．岐阜県関市小屋名百年公園内で拾得されたヒナコウモリの仮剥製（GPM－Z－34276）
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阜県博物館のサポーターグループ「ダチョウ組」が作製

した（図1）．本標本の登録番号，性別，および各計測値

は下記のとおりである．

ヒナコウモリ　脆卓pertiめ料2eHSお

登録番号　GPM－Z－34276

性別　メス

全長70mm前腕長49mm下腿長19mm

耳介長14mm体重13g

考察

冬眠中のヒナコウモリの体重は，自然状態に近い飼育

施設の中で，平均27gから19gに減少することが知ら

れている（Fukui，2009）．今回，関市で拾得された個

体は13gであった．本種は出産保育地と越冬地などの生

息地間を移動し，なかには，長距離の移動（例えば，京

都から宮城）を行うものがいる（佐藤ら，2017）．これ

らのことから，当該個体は越冬地から移動する途上で衰

弱し，死亡したものと考えられる．
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